
　
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に

か
け
て
整
備
さ
れ
た
公
営
住
宅
や

教
育
関
係
施
設
な
ど
の
建
物
、
道

路
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施

設
（
以
下
「
公
共
施
設
な
ど
」
）

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
多
く
が
今
後
一
斉
に

更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
人
口

減
少
な
ど
に
伴
う
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
全
て
の
施
設
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め

に
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
公

共
施
設
な
ど
の
管
理
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
の
基
本
的
な
方
針

を
示
す
た
め
「
桐
生
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
期
間

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
か
ら

平
成
63
（
２
０
５
１
）
年
度
ま
で

の
35
年
間

桐
生
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

将
来
の
費
用

〇
建
物
の
試
算
結
果

　
今
あ
る
全
て
の
建
物
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
35
年
間

で
総
額
３
０
３
０
億
円
、
１
年
当

た
り
86
億
６
０
０
０
万
円
が
必
要

と
な
り
、
現
状
の
予
算
が
今
後

も
確
保
で
き
た
と
し
て
も
年
間

60
億
１
０
０
０
万
円
が
不
足
し
ま

す
。
こ
の
不
足
分
を
解
消
す
る
た

め
、
施
設
の
最
適
化
を
進
め
、
延

べ
床
面
積
を
42
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

縮
減
で
き
れ
ば
、
35
年
間
の
更
新

費
用
は
総
額
９
２
８
億
円
、
１
年

当
た
り
26
億
５
０
０
０
万
円
と
な

り
、
現
状
の
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
と

な
り
ま
す
。

〇
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
試
算
結
果

　
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
に
は
、

今
後
35
年
間
で
総
額
１
７
０
５
億

円
、
１
年
当
た
り
48
億
７
０
０
０

万
円
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

建
物
の
現
状
と
課
題

　
市
の
所
有
す
る
建
物
（
※
１
）

は
、
４
５
４
施
設
、
総
延
べ
床
面

積
72
万
９
８
８
１
・
30
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
延
べ
床
面
積
の
内
訳
で

は
、
学
校
教
育
系
施
設
が
31
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
、
公
営
住
宅
が
24
・

９
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

合
計
で
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　
市
民
１
人
当
た
り
の
建
物
の
延

べ
床
面
積
は
５
・
71
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
類
似
団
体
（
※
２
）
と
の

比
較
で
は
、
１
・
８
倍
程
度
と
多

く
、
類
似
団
体
並
み
の
保
有
量
に

す
る
に
は
43
パ
ー
セ
ン
ト
縮
減
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
表
１
参

照
）

　
ま
た
、
築
30
年
以
上
経
過
し
た

建
物
が
約
７
割
を
占
め
、
10
年
後

に
は
約
９
割
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
一
斉
に

更
新
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

　
人
口
減
少
に
伴
い
施
設
利
用
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
現
在
の
施
設
規
模
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
は
効
率
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
総
量
は
、
縮
減
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
施
設
の
複

合
化
や
多
機
能
化
な
ど
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画
担
当
（
☎
内
線
５
２
５
）
へ
。

施設類型 桐生市
（㎡／人）

類似団体の
平均（㎡／人） 類似団体比較

公民館 0.12 0.08 約 1.5 倍

保健センター 0.07 0.03 約 2.3 倍

消防施設 0.09 0.06 約 1.5 倍

保育園 0.02 0.06 約 1/3

市民会館 0.15 0.11 約 1.4 倍

図書館 0.03 0.04 約 3/4

体育館 0.20 0.12 約 1.7 倍

集会施設 0.15 0.10 約 1.5 倍

小学校 1.10 0.85 約 1.3 倍

中学校 0.69 0.52 約 1.3 倍

公営住宅 1.54 0.52 約 3.0 倍

建物合計 5.71 3.24 約 1.8 倍

表１：類似団体との比較（市民一人当たりの延べ床面積）

※１延べ床面積が 100 平方メートル以上の施設及び 100 平方メートル未満の消防団の器具置場、集会所、住居として利用され
ている建物、校舎及び水防倉庫　※２人口規模や産業構造が類似する自治体

グラフ１：建物の用途別延べ床面積

0％
20％
40％
60％
80％
100％

築 30年未満 築 30年以上

66.9％ 87.2％ 95.3％
33.1％ 12.8％ 4.7％

グラフ 2：建物の築年別延べ床面積の割合

総延べ床面積
729,881.30㎡

市民文化系施設
71，231.53㎡（9.7％）
社会教育系施設
7，971.43㎡（1.1％）
スポーツ・レクリ
エーション系施設
46,321.18㎡
（6.3％）

学校教育系施設
230,475.02㎡
（31.6％）

産業系施設
23,555.88㎡
（3.2％）

公営住宅
181,446.46㎡
（24.9％）

その他
32,675.42㎡（4.5％）

供給処理施設
51,740.90㎡（7.1％）

公園（付属施設）
1,361.33㎡（0.2％）

行政系施設
33,818.05㎡
（4.6％）

子育て支援施設
20,562.85㎡（2.8％）

保健・福祉施設
28,268.25㎡（3.9％）

医療施設
453.00㎡（0.1％）

2016 年度 10年後 20年後
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公
共
施
設
な
ど
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方

〇
基
本
理
念

①
施
設
総
量
の
縮
小

②
施
設
規
模
・
機
能
の
適
正
化

③
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
管
理
・

運
営
及
び
資
産
活
用
の
推
進

〇
基
本
方
針
【
建
物
】

①
延
べ
床
面
積
を
35
年
間
で
45
パ

ー
セ
ン
ト
縮
減

　
更
新
時
の
前
で
あ
っ
て
も
廃
止

や
複
合
化
な
ど
に
よ
る
規
模
縮
小

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、

延
べ
床
面
積
を
35
年
間
で
類
似
団

体
と
同
規
模
と
な
る
よ
う
20
年
間

で
20
パ
ー
セ
ン
ト
、
35
年
間
で
45

パ
ー
セ
ン
ト
を
縮
減
し
ま
す
。

②
新
規
整
備
の
抑
制
及
び
複
合
化

の
推
進

　
原
則
と
し
て
新
規
整
備
を
抑
制

し
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
検

討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
施
設
の
更
新
時
に

は
複
合
化
を
図
り
ま
す
。

　
政
策
的
に
新
設
が
必
要
な
場
合

に
は
、
既
存
施
設
を
更
新
す
る
時

に
、
新
設
す
る
施
設
と
同
等
以
上

の
延
べ
床
面
積
を
縮
減
し
ま
す
。

〇
基
本
方
針
【
イ
ン
フ
ラ
施
設
】

①
安
全
安
心
の
確
保
を
最
優
先
と

し
た
維
持
管
理

　
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先

に
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
を

進
め
ま
す
。

②
最
適
化

　
利
用
需
要
の
変
化
に
応
じ
た
総

量
の
最
適
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
維
持
管
理
費
の
縮
減
や
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

〇
基
本
方
針
【
共
通
】

①
効
率
的
な
管
理
・
運
営

　
公
民
が
連
携
し
て
、
よ
り
効
率

的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

手
法
の
導
入
な
ど
民
間
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

②
公
的
不
動
産
と
し
て
の
資
産
活

用　
公
民
連
携
の
視
点
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
公
的
不
動
産
と
し
て
有

効
活
用
を
図
り
ま
す
。

③
計
画
的
な
予
防
保
全

　
計
画
的
な
予
防
保
全
に
よ
り
、
点

検
・
診
断
か
ら
修
繕
・
改
修
・
更
新

ま
で
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
施
設
を
長
期
に
わ
た
り
良

好
な
状
態
で
維
持
し
ま
す
。

④
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　
人
口
や
世
代
構
成
の
変
化
に
よ

る
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
利
用
需
要
に
応
じ
た
規
模
の

適
正
化
や
機
能
の
見
直
し
を
図
り

ま
す
。

⑤
既
存
施
設
の
有
効
活
用

　
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
、
財

政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑥
個
別
計
画
の
策
定

　
本
計
画
を
踏
ま
え
た
施
設
類
型

ご
と
の
個
別
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑦
民
間
へ
の
委
譲

　
民
間
が
担
う
こ
と
の
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

委
ね
ま
す
。

今
後
の
進
め
方

　
基
本
的
な
考
え
方
に
の
っ
と
り

施
設
類
型
ご
と
の
管
理
の
方
向
性

を
定
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
方
向
性
を
検
討
す

る
上
で
目
安
と
す
る
施
設
類
型
ご

と
の
縮
減
目
標
値
な
ど
計
画
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
３
階
の
企
画

課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
、
図
書

館
な
ど
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

農業後継者に奨励金を交付します
対象＝４月１日以降に45歳未満で親元に就農
し、家族農業経営協定を締結した人で、青年就
農給付金事業に該当していない人
奨励金額＝10万円で１回限り
申請期限＝平成30年１月31日（水）まで
　申請用紙は農業委員会事務局、新里・黒保根
支所地域振興整備課に有ります。
　問い合わせは、農業委員会事務局（☎内線
570）へ。

スズメバチの活動巣の駆除費を
補助します
　市の指定業者がスズメバチの活動巣の駆除し
た場合に限り駆除費を補助します。
　駆除を実施する前に、必ず環境課又は新里・
黒保根支所市民生活課へ御連絡ください。
申込期限＝12月22日（金）
対象＝市内に一般住宅又は併用住宅を所有する
人で、敷地内に営巣したスズメバチを駆除しよ
うとする人
自己負担額＝6,500円（市が指定業者と結んだ
巣１個当たりの協定締結額13,001円の２分の
１の額）　
　問い合わせは、環境課環境保全係（☎内線
314）へ。

特別職報酬等審議会委員を募集
　市議会議員の議員報酬及び政務活動費の額と、
市長、副市長及び教育長の給料の額について審
議を行うため、特別職報酬等審議会を設置しま
す。委員10人で構成し、うち２人以内を市民
から募集します。
　委員の任期は委嘱の日から答申の日までのお
おむね４か月を予定しています。
対象＝市内に居住する20歳以上の人で、他の
審議会などの委員でなく、市議会議員及び市職
員の配偶者又は２親等以内の親族でない人
申し込み＝申込用紙に必要事項を記入して、６
月20日（火）までに、郵送、Ｅメール又は直
接市役所３階の人事課（〒376‐8501桐生
市役所、Ｅメールアドレスjinji@city.kiryu.
lg.jp）へ提出してください。
　審査の上決定し、結果を申込者に通知します。
　申込用紙は人事課で配布するほか、市ホーム
ページにも有ります。
　問い合わせは、人事課人事担当（☎内線
542）へ。
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